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【手続補正書】
【提出日】平成24年9月27日(2012.9.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　メモリ・デバイス内で少なくとも１つの軟データ値を生成する方法であって、
　デコーダから性能フィードバックを入手することと、
　前記性能フィードバックに基づいて読取統計を入手することと、
　前記入手された読取統計に基づいて前記少なくとも１つの軟データ値を生成することと
　を含む方法。
【請求項２】
　前記性能フィードバックは、（ｉ）前記デコーダによって復号されたデータに基づく誤
りのあるビットの個数、（ｉｉ）前記デコーダによって復号されたデータ、および、（ｉ
ｉｉ）満足されないパリティ検査の個数、の１つ以上を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　メモリ・デバイス内で少なくとも１つの軟データ値を生成する方法であって、
　硬データを入手することと、
　前記硬データを復号することと、
　前記復号されたデータに基づいて読取統計を入手することと、
　前記入手された読取統計に基づいて前記少なくとも１つの軟データ値を生成することと
　を含む方法。
【請求項４】
　前記軟データ値は、（ｉ）１つまたは複数の対数尤度比を生成するのに使用される軟読
取値、および（ｉｉ）１つまたは複数の対数尤度比、の１つ以上を含む、請求項３に記載
の方法。
【請求項５】
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　前記少なくとも１つの軟データ値は、メモリ・アレイの１つまたは複数の所望の位置に
ついて入手され、誤りのあるビットの個数は、前記１つまたは複数の所望の位置について
判定される、請求項３に記載の方法。
【請求項６】
　前記読取統計は、少なくとも１つのターゲット・セルに関連する１つまたは複数のアグ
レッサ・セル内の所与のパターンＰＡＴＴについて入手され、前記方法は、１つまたは複
数のターゲット・セルおよび１つまたは複数の関連するアグレッサ・セルについて硬デー
タを復号するステップと、前記関連するアグレッサ・セル内の前記所与のパターンＰＡＴ
Ｔを有する誤りのある復号されたターゲット・ビットの個数を判定するステップと、誤り
のある復号されたターゲット・ビットの前記個数に基づいて前記所与のパターンについて
前記読取統計を入手するステップとをさらに含む、請求項３に記載の方法。
【請求項７】
　前記読取統計は、複数の可能な値について入手された非対称読取統計を含み、前記方法
は、前記復号されたデータ内の第１の値を有する誤りのあるビットの個数を判定するステ
ップと、前記復号されたデータ内の第２の値を有する誤りのあるビットの前記個数を判定
するステップと、前記第１の値を有する誤りのあるビットの前記個数に基づいて前記第１
の値に関する読取統計を入手するステップと、前記第２の値を有する誤りのあるビットの
前記個数に基づいて前記第２の値に関する読取統計を入手するステップとをさらに含む、
請求項３に記載の方法。
【請求項８】
　メモリ・デバイス内で少なくとも１つの軟データ値を生成する方法であって、
　満足されないパリティ検査の個数を入手することと、
　満足されないパリティ検査の前記個数に基づいて前記少なくとも１つの軟データ値を生
成することと
　を含む方法。
【請求項９】
　前記軟データ値は、（ｉ）１つまたは複数の対数尤度比を生成するのに使用される軟読
取値、および（ｉｉ）１つまたは複数の対数尤度比、の１つ以上を含む、請求項８に記載
の方法。
【請求項１０】
　前記軟データ値は、メモリ・アレイの１つまたは複数の所望の位置について入手され、
前記１つまたは複数の所望の位置内のビットを有する符号語は、使用され、満足されない
パリティ検査の前記個数は、前記符号語について入手される、請求項８に記載の方法。
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